












































































































（Chadzyǹska M & Chadzyǹska K, 2011）ことも障壁と
なっている。
４．大学教員としての取り組みと役割意識
　筆者は看護系大学教員として、心理教育を精神科臨床
に伝達し導入するために、地道な取り組みを重ねてきた
つもりである。その内容は、１）看護実践方法（心理教
育プログラム）の開発・評価を行う、２）臨床看護師と
共に心理教育を実践する、３）心理教育ワークショップ
を開催する、という３点に集約できる。
　１）は、看護師版［統合失調症患者］心理教育プログ
ラムを開発し、その有用性を検証することによりエビデ
ンスを創出・蓄積する取り組みである。２）は、プログ
ラム開発者またはその精通者が精神科病院に出向き、現
場の看護師と共に心理教育を実践することによってその
コツを伝達する取り組みである。３）は、看護の現場か
ら研修会場までの物理的距離を縮めるために、県内を
数箇所に分けて研修会場を借用し心理教育実践ワーク
ショップを開催する取り組みである。そのうち、アウト
リーチ活動として位置づけているものが２）と３）であ
る。
　このような取り組みの最終ゴールは、現場を支える看
護師と同様に「当事者が質の高い地域生活を送る」こと
である。しかし、現場を支える看護師と看護系大学教員
の活動は、次の点において相違すると考える。それは、
両者が主に用いる手段にあり、前者は直接的な看護実践
に重きを置くのに対し、後者は研究に重きを置くところ
にあるとう点である。このように両者は、主に用いる手
段にこそ違いはあれ、互いに同じ目標に向かっているの
である。
　この考えに到達しそれを痛感させたのは、自己の基盤
を形成する看護実践経験であり、その間に抱いた数々の
